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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

の
陰
謀
を
打
ち
破
っ
た
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
達
は
、
平
穏
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

　　
彼
ら
の
野
望
は
完
全
に
潰
え
た
…
は
ず
だ
っ
た
。

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

　
実
は
、

は
、
宇
宙
へ
逃
れ
て
い
た
!

　
あ
る
惑
星
に
降
り
立
っ
た
騎
士
団
は
、
エ
イ
リ
ア
ン
に
出
逢
う
。

　
手
を
組
ん
だ
彼
ら
は
、
地
球
を
襲
う
こ
と
を
計
画
。

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

　
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
達
は
、

の
野
望
を
再
び
阻
止
で
き
る
の
か
!?
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
〜
復
讐
の
騎
士
団
〜

　　
─
リ
ザ
ビ
ア
星
─

　「
や
っ
と
地
球
攻
撃
作
戦
が
開
始
で
き
る
ん
だ
ね
」

「
こ
れ
も
リ
ザ
ビ
ア
星
人
の
お
陰
だ
」

　
暗
闇
の
中
か
ら
声
が
す
る
。

「
…
我
々
の
新
し
い
旅
立
ち
の
前
に
結
団
式
を
し
ま
し
ょ
う
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「

!
」

　
一
人
の
男
性
が
現
れ
た
。

　
彼
は
、
頭
を
す
っ
ぽ
り
覆
う
白
い
帽
子
を
被
っ
て
い
た
。

　
両
脇
か
ら
流
れ
る
よ
う
な
黒
髪
が
見
え
る
。

　「
我
ら
騎
士
団
に
新
し
い
騎
士
が
入
団
す
る
。
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ネ
ス
、
こ
ち
ら
へ
」

「
は
っ
」

　
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ネ
ス
と
呼
ば
れ
た
男
が
現
れ
た
。
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彼
は
、
３
人
の
リ
ザ
ビ
ア
星
人
を
連
れ
て
き
た
。

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「「「
我
が

」」」

　
３
人
は
そ
う
言
う
と
、
膝
ま
つ
い
た
。

「
ブ
ル
ー
バ
ユ
ー
、
入
団
の
誓
い
を
」

　
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ネ
ス
が
呼
ん
だ
。

公
爵
デ
ュ
ー
ク

　
ブ
ル
ー
バ
ユ
ー
は
、
椅
子
に
座
る

と
膝
ま
つ
く
３
人
の
リ
ザ
ビ
ア
星
人
の
間
に
立
ち
、
問
う
た
。

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「
汝
ら
は
、

の
望
み
を
叶
え
る
た
め
、
全
て
を
捧
げ
る
か
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「「「
我
々
の
体
は
、

の
も
の
。
ゆ
え
に
、

の
望
む
ま
ま
に
」」」

「
我
が
騎
士
団
の
鉄
の
掟
を
破
ら
ぬ
と
誓
う
か
?
破
っ
た
場
合
、
そ
の
罰
を
受
け
る
覚
悟
は
あ
る
の
か
」

「「「
誓
う
。
こ
の
場
に
い
る
す
べ
て
の
者
が
証
人
と
な
る
」」」

「
…
入
団
を
許
可
す
る
。
ス
ウ
ィ
ー
ト
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
」

　　
奥
か
ら
紋
章
と
剣
を
持
っ
て
く
る
二
人
の
姿
。

　　
運
ば
れ
て
き
た
紋
章
と
剣
を
一
組
取
り
、
右
に
座
る
リ
ザ
ビ
ア
星
人
の
前
に
掲
げ
た
。

「
お
前
に
は
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
と
い
う
名
を
与
え
る
」

　
そ
う
言
っ
て
、
リ
ザ
ビ
ア
星
人
の
前
に
置
い
た
。
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再
び
一
組
を
取
る
と
、
次
は
、
中
央
の
リ
ザ
ビ
ア
星
人
の
前
に
掲
げ
た
。

「
お
前
に
は
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
と
い
う
名
を
与
え
る
」

　
最
初
と
同
じ
よ
う
に
目
の
前
に
置
い
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
の
一
組
を
取
る
と
、
左
の
リ
ザ
ビ
ア
星
人
の
前
に
掲
げ
、

「
お
前
に
は
パ
ル
ツ
ィ
フ
ァ
ル
と
い
う
名
を
与
え
る
」

　
剣
を
置
く
音
が
カ
ツ
ン
と
響
い
た
。

　「
立
っ
て
、
剣
を
取
り
な
さ
い
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

が
厳
か
に
言
っ
た
。

　
３
人
は
、
剣
を
取
り
、
立
ち
上
が
っ
た
。

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「
汝
ら
は
、

の
一
員
と
し
て
、
我
が
庭
へ
迎
え
ら
れ
た
。
我
が
望
み
を
叶
え
る
た
め
、

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

存
分
に
腕
を
振
る
う
の
だ
。
英
知
・
博
愛
・
優
美
を
兼
ね
備
え
た
、
我
ら

の
手
に
地

球
を
!
」

　

乾
杯
ト
ス
ト

「「「「「「「「
す
ば
ら
し
き
祝
祭
の
始
ま
り
に

!
」」」」」」」」

合
言
葉

キ
ー
・
コ
マ
ン
ド

　
そ
の
言
葉
が

と
な
り
、
宇
宙
船
は
、
ゆ
っ
く
り
と
航
行
を
始
め
た
。
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聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

が
リ
ザ
ビ
ア
星
を
旅
立
っ
て
か
ら
数
日
後
、
東
京
上
空
で
流
れ
星
が
見
え
た
。

4  ｐｒｏｌｏｇｕｅ～復讐の騎士団～



第
一
話
〜
再
来
〜

　　
─
カ
フ
ェ
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
─

「
チ
ョ
コ
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
く
だ
さ
い
」

「
わ
か
り
ま
し
た
〜
」

「
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
、
ま
だ
で
す
か
〜
?
」

「
少
々
お
ま
ち
を
」

　
こ
こ
で
バ
イ
ト
を
す
る
６
人
の
少
女
。

　
桃
宮
い
ち
ご

　
藍
沢
み
ん
と

　
碧
川
れ
た
す

黄
フ
ォ
ン

歩
鈴
プ
リ
ン

　
　
藤
原
ざ
く
ろ

　
白
雪
ベ
リ
ー

　

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

　
彼
女
達
は
、エ
イ
リ
ア
ン
か
ら
地
球
を
救
い
、

の
野
望
を
食
い
止
め
た
、東
京
ミ
ュ
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ウ
ミ
ュ
ウ
で
あ
る
。

　「
そ
ろ
そ
ろ
閉
店
時
間
だ
ぞ
」

　
店
の
オ
ー
ナ
ー
・
白
金
稜
が
声
を
か
け
た
。

「「「「「「
は
〜
い
!
」」」」」」

　『
ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
』
と
い
う
看
板
を
ひ
っ
く
り
返
し
、『
ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
ｅ
ｄ
』
に
し
た
。

　「
は
ぁ
〜
、
今
日
も
疲
れ
た
…
」

「
皆
さ
ん
、
紅
茶
は
い
か
が
で
す
か
?
」

「
赤
坂
さ
ん
!
く
だ
さ
い
!
」

　
ウ
ェ
イ
タ
ー
の
赤
坂
圭
一
郎
が
ポ
ッ
ト
を
持
っ
て
、
現
れ
た
。

　「
や
っ
と
平
和
に
な
り
ま
し
た
わ
ね
」

「
そ
う
で
す
ね
〜
」

「
タ
ル
ト
達
、
ど
う
し
て
る
の
か
な
、
な
の
だ
」

「
き
っ
と
元
気
に
し
て
る
よ
」
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「
…
キ
ッ
シ
ュ
が
や
っ
て
来
た
り
し
て
…
」

「
キ
ッ
シ
ュ
に
は
も
う
振
り
回
さ
れ
た
く
な
い
よ
…
」

「
い
ち
ご
の
お
ね
ー
ち
ゃ
ん
、
キ
ッ
シ
ュ
と
キ
ス
し
た
の
だ
」

「
え
え
え
ー
っ
!
」

「
あ
ら
、
い
ち
ご
に
は
青
山
く
ん
と
い
う
王
子
様
が
お
り
ま
せ
ん
こ
と
?
」

「
あ
れ
は
、
不
意
討
ち
だ
っ
た
の
!!!
」

　　
話
は
次
第
に
流
星
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

「
ね
え
ね
え
、
昨
日
の
流
星
見
ま
し
た
?
」

「
も
ち
ろ
ん
、
見
ま
し
た
わ
」

歩
鈴
プ
リ
ン

「

も
見
た
の
だ
!
す
ご
く
き
れ
い
だ
っ
た
の
だ
〜
」

「
あ
た
し
は
ね
〜
青
山
く
ん
と
二
人
で
見
た
ん
だ
♪
」

「
私
は
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
見
て
た
ら
、
い
き
な
り
た
す
く
が
や
っ
て
き
て
…
」

　　
６
人
が
談
話
を
し
て
い
る
頃
、
カ
フ
ェ
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
の
地
下
に
広
が
る
研
究
室
に
白
金
稜
と
赤
坂

圭
一
郎
の
姿
が
あ
っ
た
。

「
圭
一
郎
、
こ
れ
は
…
」
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東
京
の
地
図
が
表
示
さ
れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
を
眺
め
る
白
金
。

「
稜
、
こ
れ
は
…
」

「
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
の
反
応
だ
!
」

「
し
か
し
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
…
」

「
そ
れ
よ
り
も
、
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
の
退
治
を
優
先
だ
。
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
出
動
!
」

　
白
金
の
声
は
、
６
人
に
届
い
た
。

　「
み
ん
な
、
行
こ
う
!
」

　
外
へ
駆
け
出
し
て
い
っ
た
。

　「
現
れ
た
か
、
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
!
」

「
あ
な
た
は
誰
!?
」

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「
私
の
名
は
、
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
。

の
騎
士
だ
」

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「

!?
ど
う
し
て
!?
」

「
今
は
、
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
を
食
い
止
め
な
き
ゃ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
ミ
ン
ト
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」
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「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
レ
タ
ス
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
プ
リ
ン
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
ザ
ク
ロ
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
ベ
リ
ー
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

　　
６
人
が
叫
ぶ
と
光
の
柱
が
現
れ
た
。

　「
ミ
ュ
ウ
イ
チ
ゴ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ン
ト
!
」

「
ミ
ュ
ウ
レ
タ
ス
!
」

「
ミ
ュ
ウ
プ
リ
ン
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ザ
ク
ロ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ベ
リ
ー
!
」

「
地
球
の
未
来
に
ご
奉
仕
す
る
に
ゃ
ん
♪
」

　

怪
獣
ペ
ッ
ト

「
お
前
達
が
あ
の
『
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
』
か
!

達
、
や
っ
て
し
ま
え
!
」

「
グ
グ
ル
…
」
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「
ギ
ャ
オ
ー
ン
!
」

「
シ
ャ
ー
ッ
!
」

　　
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
の
命
令
に
応
じ
る
か
の
よ
う
に
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
は
、
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
に
襲
い
か
か
る

!　
華
麗
に
か
わ
し
た
６
人
は
、
武
器
を
手
に
取
っ
た
。

「
リ
ボ
ー
ン
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
チ
ェ
ー
ッ
ク
!
」

「
リ
ボ
ー
ン
ミ
ン
ト
エ
コ
ー
!
」

「
リ
ボ
ー
ン
レ
タ
ス
ラ
ッ
シ
ュ
!
」

「
リ
ボ
ー
ン
ザ
ク
ロ
ス
ピ
ュ
ア
ー
!
」

「
プ
リ
ン
グ
リ
ン
グ
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
!
」

「
リ
ボ
ー
ン
ラ
ブ
ベ
リ
ー
チ
ェ
ー
ッ
ク
!
」

　「
ギ
ュ
ー
ン
!
」

「
ギ
ャ
ォ
ォ
…
」

「
キ
ー
ッ
…
」

　

10  第一話～再来～



怪
獣
ペ
ッ
ト

　
呆
気
な
く

を
倒
さ
れ
た
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
は
、
一
言
言
い
残
し
て
消
え
た
。

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「
今
日
の
と
こ
ろ
は
、引
き
上
げ
て
や
る
。
け
れ
ど
、我
ら

が
東
京
を
手
に
す
る
の
だ

!
」

　　　
─
カ
フ
ェ
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
・
地
下
研
究
室
─

　「
や
は
り
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
が
…
」

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「
は
い
、

の
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
と
名
乗
る
人
物
も
い
ま
し
た
わ
」

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「
で
も
、

は
…
」

「
…
倒
し
た
は
ず
よ
」

「
ど
う
い
う
こ
と
だ
…
?
」

「
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
…
地
球
人
の
姿
で
は
な
か
っ
た
…
」

「
タ
ル
ト
達
の
よ
う
に
エ
イ
リ
ア
ン
み
た
い
だ
っ
た
の
だ
ー
」

「
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
の
分
析
結
果
が
出
ま
し
た
」

「
圭
一
郎
、
読
ん
で
く
れ
」

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「
デ
ー
タ
は
、

の
時
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
ま
た
、
多
少
の
宇
宙
線
を
感
知
し
ま
し
た
」
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「
つ
ま
り
…
」

「
あ
の
あ
と
、
宇
宙
へ
逃
げ
た
の
だ
わ
…
」
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第
二
話
〜
公
爵
の
計
画
〜

　「
ほ
う
、
い
と
も
簡
単
に
…
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「

、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

　

公
爵
デ
ュ
ー
ク

　
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
は
、
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
の
パ
ワ
ー
を

に
伝
え
た
。

　「
他
の
騎
士
達
よ
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

は
、
呼
び
掛
け
た
。

「
我
々
も
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
に
対
抗
す
る
者
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
ね
…
」

「
そ
れ
は
…
」

　
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ネ
ス
が
何
か
を
察
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

「
そ
う
…
我
々
も
人
間
と
動
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
融
合
し
た
戦
士
を
生
み
出
す
の
だ
…
」

「
し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
?
」

　
ブ
ル
ー
バ
ユ
ー
は
、
尋
ね
る
。

本
部
ア
ジ
ト

「
ス
ウ
ィ
ー
ト
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
の

に
乗
り
込
む
の
だ
。
そ
し
て
、
人
と
動
物
の
Ｄ
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Ｎ
Ａ
を
融
合
す
る
技
術
を
盗
ん
で
き
な
さ
い
」

「
仰
せ
の
ま
ま
に
」

　
そ
う
言
う
と
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
自
室
へ
戻
っ
た
。

　

公
爵
デ
ュ
ー
ク

　
再
び

の
前
に
戻
っ
て
き
た
の
は
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
で
は
な
く
、
白
雪
ベ
リ
ー
だ
っ

た
。

　「
完
璧
で
す
よ
。
さ
て
、
私
は
白
雪
ベ
リ
ー
の
夢
の
中
へ
参
り
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
変
装
し
て
い
る

と
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
…
」

　公
爵
デ
ュ
ー
ク

は
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
り
、
自
室
へ
戻
っ
た
。

　
寝
台
に
横
た
わ
り
、
一
呼
吸
し
て
目
を
閉
じ
た
。

「
白
雪
ベ
リ
ー
の
夢
に
リ
ン
ク
…
」

　　
─
次
の
日
─

　「
今
日
は
少
し
話
が
あ
る
」
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白
金
し
ろ
が
ね

が
そ
う
言
う
と
、
６
人
を
地
下
研
究
室
へ
入
れ
た
。

　

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「
詳
し
く
調
べ
た
結
果
、

が
逃
げ
た
星
が
わ
か
っ
た
。
リ
ザ
ビ
ア
と
い
う
遠
く
の
星
だ
」

　（
チ
ッ
、
そ
こ
ま
で
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
…
）

　白
金
し
ろ
が
ね

が
話
を
続
け
よ
う
と
し
た
と
き
、

『
侵
入
者
あ
り
!
侵
入
者
あ
り
!
』

「
稜
!
こ
ち
ら
で
す
!
」

「
何
が
あ
っ
た
!?
」

「
わ
か
り
ま
せ
ん
!
」

「
行
こ
う
!
」

「
え
え
!
」

　
研
究
室
の
出
入
口
近
く
に
走
っ
て
い
っ
た
、
た
だ
一
人
を
除
い
て
。

　
白
雪
ベ
リ
ー
…
い
や
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、
研
究
室
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
起
動
し
た
。
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公
爵
デ
ュ
ー
ク

「
ふ
ふ
ふ
、
簡
単
に
デ
ー
タ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
…
。

も
さ
ぞ
お
喜
び
に
な
る
…
!
」

　
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
に
コ
ピ
ー
し
た
あ
と
、
い
ち
ご
達
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
別
ル
ー
ト
で
出
入
口
へ

向
か
っ
た
。

　「
ふ
ぅ
、
何
も
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

「
誤
作
動
か
も
し
れ
ま
せ
ん
わ
」

「
あ
れ
っ
?
ベ
リ
ー
は
?
」

「
い
な
い
の
だ
!
」

「
あ
っ
、
研
究
資
料
を
記
録
し
た
パ
ソ
コ
ン
が
起
動
し
て
い
る
!
」

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
を
見
る
と

「
ベ
っ
、
ベ
リ
ー
!?
」

「
ベ
リ
ー
の
家
に
行
く
ぞ
!
」

　
ベ
リ
ー
の
家
に
向
か
う
途
中
、

白
金
し
ろ
が
ね

「
あ
っ
、

!
」

「
た
す
く
!
」

　
ベ
リ
ー
の
友
人
で
あ
り
、
恋
人
の
た
す
く
が
現
れ
た
。

「
お
い
!
ベ
リ
ー
は
、
ど
こ
行
っ
た
!?
」
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「
ベ
リ
ー
は
、
う
な
さ
れ
て
い
て
…
」

「
い
や
、
カ
フ
ェ
に
来
て
い
た
だ
ろ
う
!
」

「
違
う
!
俺
が
会
い
に
行
っ
た
ら
…
」

「
じ
ゃ
あ
、
あ
れ
は
…
」

「
こ
の
私
…
」

　
背
後
か
ら
声
が
し
た
。

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

μ
ミ
ュ
ー

「
私
は
、

の
ス
ウ
ィ
ー
ト
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
を
い
た
だ
い
た
」

「
待
て
っ
!
」

　白
金
し
ろ
が
ね

が
捕
ら
え
よ
う
と
し
た
が
、
手
が
届
く
瞬
間
、
消
え
た
。

「
…
た
…
す
…
く
…
」

　
ベ
リ
ー
の
声
が
し
た
。

「
ベ
リ
ー
!
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
か
、
寝
て
な
き
ゃ
…
」

　
彼
女
は
、
ふ
ら
つ
く
足
で
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
。

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

公
デ
ュ
ー

爵ク

「

の
仕
業
…
。

…

…
が
…
」

　
フ
ッ
と
力
な
く
倒
れ
た
。
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「
ベ
リ
ー
!
」

「
た
す
く
、
ベ
リ
ー
を
疑
っ
て
す
ま
な
い
…
」

「
い
い
ん
だ
。
そ
れ
よ
り
、
ベ
リ
ー
を
運
ぶ
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
?
」

　

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

　
─

ア
ジ
ト
─

　公
爵
デ
ュ
ー
ク

「

、
盗
ん
で
き
ま
し
た
」

「
よ
く
や
り
ま
し
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ネ
ス
、
デ
ー
タ
解
析
を
頼
み
ま
し
た
よ
」

「
は
っ
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「
し
か
し

、
こ
の
デ
ー
タ
で
何
を
…
?
」

　
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
が
尋
ね
る
。

　「
そ
う
で
し
た
。
目
的
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
…
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

　
そ
う
言
う
と
、

は
立
ち
上
が
り
、
高
ら
か
に
言
っ
た
。

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
に
対
抗
す
る
す
る
た
め
に
は
同
じ
動
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
融
合
し
た
戦
士
が
必
要
な
の
で

す
。
我
々
も
絶
滅
動
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
使
い
、
戦
士
を
作
り
出
す
の
だ
!
」
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二
日
後
、
デ
ー
タ
解
析
が
終
了
し
、
６
人
の
適
合
者
と
な
る
少
女
が
判
明
し
た
。

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

　
そ
し
て
、
そ
の
少
女
達
を

が
誘
拐
し
た
。
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第
三
話
〜
絶
滅
動
物
と
の
融
合
〜

　公
爵
デ
ュ
ー
ク

の
命
令
で
集
め
ら
れ
た
６
人
の
少
女
達
は
、
小
さ
な
檻
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。

「
こ
こ
…
ど
こ
よ
…
」

「
出
し
て
よ
!
」

「
あ
な
た
、
頭
を
押
さ
え
て
る
け
ど
大
丈
夫
?
」

「
…
襲
わ
れ
た
と
き
に
ち
ょ
っ
と
…
」

「
帰
り
た
い
よ
…
」

「
脱
出
す
る
た
め
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
!
」

　「
黙
れ
」

　
そ
こ
に
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
が
入
っ
て
き
た
。

「
来
い
!
」

　
一
人
の
少
女
の
手
を
掴
ん
で
、
連
れ
て
い
こ
う
と
す
る
。

「
嫌
よ
!
」

「
嫌
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
!?
」
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「
黙
れ
っ
!
」

　
バ
チ
ッ
!

　
ム
チ
で
叩
き
つ
け
る
音
が
響
い
た
。

「
う
っ
…
」

　
少
女
は
、
力
な
く
う
な
だ
れ
た
。

「
お
と
な
し
く
な
っ
て
く
れ
た
か
…
。
っ
た
く
、
世
話
が
焼
け
る
も
の
だ
…
」

　
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
は
、
一
言
漏
ら
す
と
、
少
女
を
抱
え
、
出
て
い
っ
た
。

　

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
・
ロ
ー
ズ
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

研
究
室

ラ

ボ

　
─

　
地
下

─

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「

、
一
人
目
の
少
女
を
連
れ
て
参
り
ま
し
た
」

「
パ
ル
ツ
ィ
フ
ァ
ル
、
少
女
を
機
械
へ
」

「
は
っ
」

　　
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
か
ら
少
女
を
抱
き
取
る
と
、
と
あ
る
椅
子
に
座
ら
せ
た
。

「
…
…
…
…
…
…
」

　
少
女
の
瞼
は
、
開
か
な
い
。
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機
械
の
あ
る
部
屋
か
ら
退
出
す
る
と
、

「
洗
脳
マ
シ
ン
を
起
動
す
る
」

　　
レ
バ
ー
を
下
に
下
げ
た
。

　　
バ
リ
ッ
バ
リ
バ
リ
ッ
!

　　
マ
シ
ン
が
起
動
し
た
。

　「
脳
に
電
子
パ
ル
ス
を
与
え
る
こ
と
で
う
ま
く
い
く
の
で
し
ょ
う
か
…
?
」

「
テ
ス
タ
ー
で
も
あ
る
な
、
彼
女
は
」

「
失
敗
し
た
ら
、
ど
う
な
る
の
?
」

「
廃
人
に
な
る
か
も
な
」

騎
士
団

ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

が
見
守
る
中
、
順
調
に
進
ん
だ
。

　『
キ
ャ
ア
ァ
ァ
ァ
…
!
』
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洗
脳
マ
シ
ン
に
か
け
ら
れ
て
い
る
少
女
は
、
悲
鳴
を
発
し
た
。

　
悲
鳴
が
消
え
た
と
き
、
マ
シ
ン
は
静
止
し
た
。

　「
…
成
功
だ
!
」

　
パ
ル
ツ
ィ
フ
ァ
ル
が
喜
び
の
声
を
あ
げ
て
、
入
っ
た
。

「
よ
し
、
拘
束
室
へ
入
れ
て
お
け
」

　
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
は
、
気
を
失
っ
た
ま
ま
の
少
女
を
抱
き
か
か
え
、
走
り
去
っ
た
。

　　
六
人
の
少
女
の
洗
脳
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
融
合
マ
シ
ン
に
か
け
ら
れ
た
。

　『
宮
川
ま
ろ
ん
・
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
』

神
田
桃
子

か
ん
だ
も
も
こ

『

・
リ
ョ
コ
ウ
バ
ト
』

西
村
楓

に
し
む
ら
か
え
で

『

・
オ
ー
ロ
ッ
ク
ス
』

福
澤
花
梨

ふ
く
ざ
わ
か
り
ん

『

・
ケ
ー
プ
ラ
イ
オ
ン
』

中
野
友
美

な
か
の
と
も
み

『

・
フ
ク
ロ
オ
オ
カ
ミ
』

広
瀬
英
里

ひ

ろ

せ

え

り

『

・
ド
ー
ド
ー
』
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ス
ク
リ
ー
ン
に
こ
う
映
っ
て
い
た
。

ζ
ゼ
ー
タ

「
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ネ
ス
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
な
さ
い
」

「
は
っ
。
融
合
、
開
始
し
ま
す
」

　　
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ネ
ス
が
青
く
輝
く
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。

　　
ゴ
ー
ッ
…
…
…

「
融
合
率
５
０
％
…
あ
と
、
半
分
で
す
」

　
少
女
た
ち
の
姿
が
次
第
に
変
化
し
た
。

　
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
の
バ
ト
ル
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
似
た
姿
へ
と
変
貌
し
て
い
く
。

「
ま
も
な
く
１
０
０
％
で
す
!
」

　
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ネ
ス
の
言
葉
が
響
い
た
。

「
私
の
配
下
、
ダ
ー
ク
戦
士
た
ち
よ
!
目
覚
め
よ
!
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

が
両
手
を
広
げ
、
天
を
仰
い
だ
。

　　
ス
ク
リ
ー
ン
に
『
１
０
０
％
』
と
映
し
出
さ
れ
、
６
人
は
、
目
覚
め
た
。
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公
爵
デ
ュ
ー
ク

「「「「「「「
我
ら
が
主

よ
、
我
々
は
、
た
と
え
こ
の
身
が
滅
び
よ
う
と
も
、
あ
な
た
様
の
願
い
を
叶
え

ま
し
ょ
う
!
」」」」」」」

　

公
爵
デ
ュ
ー
ク

　
そ
の
言
葉
に
満
足
し
た

は
、
聖
別
の
た
め
の
剣
を
取
り
出
し
た
。

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
ロ
ー
ズ
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

「
汝
ら
を
わ
が

に
迎
え
よ
う
。」

　　
最
初
に
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
融
合
し
た
少
女
の
前
に
立
ち
、

「
お
前
に
は
『
ガ
ー
ネ
ッ
ト
』
の
名
を
」

　
次
に
リ
ョ
コ
ウ
バ
ト
と
融
合
し
た
少
女
の
前
に
立
ち
、

「
お
前
に
は
『
サ
フ
ァ
イ
ア
』
の
名
を
」

　
オ
ー
ロ
ッ
ク
ス
と
融
合
し
た
少
女
に
は
『
ダ
イ
ヤ
』
の
名
を

　
ケ
ー
プ
ラ
イ
オ
ン
と
融
合
し
た
少
女
に
は
『
ト
パ
ー
ズ
』
の
名
を

　
フ
ク
ロ
オ
オ
カ
ミ
と
融
合
し
た
少
女
に
は
『
エ
メ
ラ
ル
ド
』
の
名
を

　
ド
ー
ド
ー
と
融
合
し
た
少
女
に
は
『
ル
ビ
ー
』
の
名
を

　
与
え
、
使
命
を
与
え
た
。

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
ロ
ー
ズ
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

騎
士
ナ
イ
ト

「
こ
れ
で
あ
な
た
方
は
、
誇
り
高
き

の

で
す
。
我
々
の
目
的
は
、
大
人
た
ち
が

理
想
郷

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

創
っ
た
退
屈
な
世
界
を
滅
ぼ
し
、
迷
え
る
民
を
美
し
き

へ
導
く
こ
と
…
」

25



公
爵
デ
ュ
ー
ク

は
、
指
を
な
ら
し
た
。

　
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
が
写
真
を
持
っ
て
き
た
。

「
あ
な
た
方
の
任
務
は
、
こ
の
『
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
』
を
倒
す
こ
と
。
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
は
、
我
ら
の
理

想
を
滅
し
よ
う
と
す
る
も
の
…
。
や
っ
て
く
れ
ま
す
か
?
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「「「「「「

の
仰
せ
の
ま
ま
に
!
」」」」」」
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第
四
話
〜
希
望
の
戦
士
と
破
滅
の
戦
士
〜

　

聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
ロ
ー
ズ
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

　
─

ア
ジ
ト
─

公
爵
デ
ュ
ー
ク

の
近
衛
兵
と
し
て
、
目
覚
め
た
ダ
ー
ク
戦
士
。

　
彼
女
達
に
外
出
許
可
が
降
り
た
。

　「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
に
出
会
っ
た
な
ら
、
す
ぐ
に
変
身
し
な
さ
い
。
そ
し
て
、
抹
殺
す
る
の
で
す
。
生
け
捕

り
に
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
よ
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「「「「「「
了
解
い
た
し
ま
し
た
、

!
」」」」」」

　　
六
人
は
、
外
界
へ
出
て
い
っ
た
。

　

研
究
室

ラ

ボ

　
─
カ
フ
ェ
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
・
地
下

─

　聖
薔
薇
騎
士
団

セ
ン
ト
ロ
ー
ズ
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ

μ
ミ
ュ
ー

「

…
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
何
を
す
る
つ
も
り
な
ん
だ
…
?
」
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白
金
が
呟
い
た
。

「
稜
、
コ
ー
ヒ
ー
で
す
」

「
圭
一
郎
、
す
ま
な
い
」

　　
ピ
コ
ー
ン
!
ピ
コ
ー
ン
!

　
ス
ク
リ
ー
ン
に
東
京
の
地
図
が
現
れ
た
。

「
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
か
!
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
、
出
動
!
」

　「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
ミ
ン
ト
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
レ
タ
ス
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
プ
リ
ン
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
ザ
ク
ロ
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

「
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
ベ
リ
ー
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!
」

　　
六
人
は
、
走
っ
て
い
っ
た
。
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　　怪
獣
ペ
ッ
ト

「

を
こ
う
や
っ
て
遊
ば
せ
て
お
い
た
ら
来
る
の
?
」

「
パ
ル
ツ
ィ
フ
ァ
ル
様
は
、
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
わ
」

「
お
っ
、
来
た
わ
」

　　
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
を
従
え
た
少
女
達
が
話
し
て
い
た
。

　「
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
、
発
見
し
ま
し
た
わ
!
」

「
危
な
い
の
だ
!
早
く
逃
げ
る
の
だ
!
」

　
少
女
達
は
、
動
か
な
い
。

「
早
く
お
逃
げ
な
さ
い
!
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う
わ
!
」

　
六
人
の
少
女
は
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
。

　「
ダ
ー
ク
ル
ビ
ー
パ
ワ
ー
!
」

「
ダ
ー
ク
ガ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ワ
ー
!
」

「
ダ
ー
ク
エ
メ
ラ
ル
ド
パ
ワ
ー
!
」
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「
ダ
ー
ク
ダ
イ
ヤ
パ
ワ
ー
!
」

「
ダ
ー
ク
ト
パ
ー
ズ
パ
ワ
ー
!
」

「
ダ
ー
ク
サ
フ
ァ
イ
ア
パ
ワ
ー
!
」

　「「「「「「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
!!!
」」」」」」

　「
大
地
を
駆
け
抜
け
る
闇
の
翼
、
ダ
ー
ク
ル
ビ
ー
!
」

「
闇
夜
に
響
く
復
讐
の
遠
吠
え
、
ダ
ー
ク
ガ
ー
ネ
ッ
ト
!
」

「
悪
夢
を
も
た
ら
す
毒
牙
、
ダ
ー
ク
エ
メ
ラ
ル
ド
!
」

「
死
を
も
た
ら
す
巨
体
、
ダ
ー
ク
ダ
イ
ヤ
!
」

「
血
に
飢
え
た
獅
子
、
ダ
ー
ク
ト
パ
ー
ズ
!
」

「
天
空
に
飛
翔
す
る
暗
黒
の
翼
、
ダ
ー
ク
サ
フ
ァ
イ
ア
!
」

　「「「「「「
ダ
ー
ク
戦
士
、
こ
こ
に
降
臨
!
」」」」」」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

「
お
前
達
が

の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
憎
き
『
東
京
ミ
ュ
ウ
ミ
ュ
ウ
』
か
!
」

「
我
ら
ダ
ー
ク
戦
士
の
使
命
…
」

公
爵
デ
ュ
ー
ク

理
想
郷

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

「

の
治
め
る

を
建
国
す
る
の
に
邪
魔
な
お
前
達
を
倒
す
こ
と
!
」
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「
ま
ず
は
、
あ
た
し
か
ら
!
」

「
ス
ト
ロ
ベ
ル
ベ
ル
!?
」

　
ダ
ー
ク
ル
ビ
ー
の
手
に
ミ
ュ
ウ
イ
チ
ゴ
の
ス
ト
ロ
ベ
ル
ベ
ル
に
似
た
武
器
が
現
れ
た
。

「
フ
ン
、
お
前
の
武
器
の
よ
う
な
柔
な
も
の
と
一
緒
に
す
る
な
!
」

　
ダ
ー
ク
ル
ビ
ー
は
、
武
器
を
掲
げ
た
。

「
ダ
ー
ク
フ
ェ
ザ
ー
ベ
ル
ト
ル
ダ
!
」

　「「「
キ
ャ
ッ
!
」」」

　
ミ
ュ
ウ
イ
チ
ゴ
、
ミ
ュ
ウ
ベ
リ
ー
、
ミ
ュ
ウ
プ
リ
ン
は
、
黒
い
翼
に
包
ま
れ
た
。

　「
イ
チ
ゴ
!
プ
リ
ン
!
ベ
リ
ー
!
」

「
お
っ
と
、
あ
な
た
の
お
相
手
は
、
こ
の
私
よ
!
」

　
ダ
ー
ク
サ
フ
ァ
イ
ア
は
、
ミ
ュ
ウ
ミ
ン
ト
の
行
く
手
を
阻
ん
だ
。

「
邪
魔
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
な
!
リ
ボ
ー
ン
ミ
ン
ト
エ
コ
ー
!
」

　
ダ
ー
ク
サ
フ
ァ
イ
ア
は
、
優
雅
に
一
回
転
を
し
た
。

「
!?
」

「
残
念
ね
〜
。
私
も
鳥
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
融
合
し
て
い
る
の
よ
」
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ダ
ー
ク
サ
フ
ァ
イ
ア
の
手
に
弓
が
現
れ
た
。

「
ミ
ン
ト
ア
ロ
ー
!?
」

「
ノ
ン
ノ
ン
、
こ
れ
は
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
シ
ャ
ド
ー
よ
」

　
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
シ
ャ
ド
ー
を
力
一
杯
引
い
た
。

「
シ
ャ
ド
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
ロ
ー
!
」

　　
一
撃
が
ミ
ン
ト
に
ヒ
ッ
ト
!

「
ク
ッ
…
」

「
激
し
く
痛
む
で
し
ょ
?
そ
の
ま
ま
、
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
身
の
た
め
よ
」

　　
一
方
で
は
ミ
ュ
ウ
レ
タ
ス
と
ダ
ー
ク
ト
パ
ー
ズ
が
対
峙
し
て
い
た
。

　「
エ
タ
ー
ナ
ル
・
ナ
イ
ト
メ
ア
・
ジ
ェ
イ
ル
!
」

　
ミ
ュ
ウ
レ
タ
ス
は
、
華
麗
に
か
わ
す
と
、
近
く
の
川
へ
飛
び
込
ん
だ
。

「
そ
れ
で
逃
げ
た
つ
も
り
?
」

　
ダ
ー
ク
ト
パ
ー
ズ
は
、
ミ
ュ
ウ
レ
タ
ス
を
追
っ
て
、
川
に
飛
び
込
ん
だ
。

「
ガ
イ
ル
・
ド
・
エ
ン
ダ
!
」
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「
キ
ャ
ア
ァ
ァ
ァ
!
」

　「
ミ
ン
ト
!
」

　
ミ
ュ
ウ
ザ
ク
ロ
は
、
怪
我
を
負
う
ミ
ュ
ウ
ミ
ン
ト
に
駆
け
寄
ろ
う
と
し
た
。

「
こ
こ
か
ら
先
は
、
行
か
せ
な
い
!
」

　
現
れ
た
の
は
、
ダ
ー
ク
ガ
ー
ネ
ッ
ト
。

「
ポ
イ
ズ
ン
フ
ァ
ン
グ
!
」

　
ミ
ュ
ウ
ザ
ク
ロ
は
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
攻
撃
を
次
々
に
か
わ
し
た
。

「
ち
っ
、
か
わ
さ
れ
た
!
」

「
私
の
番
ね
、
リ
ボ
ー
ン
ザ
ク
ロ
ス
ピ
ュ
ア
ー
!
」

　
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
体
を
リ
ボ
ン
が
縛
り
つ
け
た
。

　「
そ
こ
を
動
か
な
い
こ
と
ね
!
」

　
す
ぐ
に
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
の
方
を
向
い
て
、

「
こ
れ
を
仕
留
め
な
き
ゃ
…
」

「
お
姉
さ
ま
…
加
勢
い
た
し
ま
す
わ
…
」

　
痛
み
を
こ
ら
え
な
が
ら
、
ミ
ュ
ウ
ミ
ン
ト
が
近
寄
っ
て
き
た
。
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「
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
は
、
私
が
押
さ
え
る
。
ミ
ン
ト
は
、
と
ど
め
の
一
発
を
!
」

　
ミ
ュ
ウ
ザ
ク
ロ
は
、
言
い
終
わ
る
と
す
ぐ
に
駆
け
出
し
た
。

「
リ
ボ
ー
ン
ザ
ク
ロ
ス
ピ
ュ
ア
ー
!
」

　
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
は
、
攻
撃
を
跳
ね
返
し
た
。

（
パ
ワ
ー
が
上
が
っ
て
る
…
!
）

「
お
姉
さ
ま
!
」

（
で
も
…
。
ど
う
す
れ
ば
…
）

「
お
姉
さ
ま
!
」

　　
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
が
ザ
ク
ロ
を
飲
み
込
も
う
と
し
た
時
、
ザ
ク
ロ
の
体
が
紫
に
光
っ
た
。

「「「「「「「「「「「
!?
」」」」」」」」」」」

　　
光
源
た
る
ミ
ュ
ウ
ザ
ク
ロ
が
叫
ん
だ
。

「
リ
ボ
ー
ン
ザ
ク
ロ
ス
ア
ル
マ
ゲ
ド
ン
!
」

　　
幾
千
も
の
リ
ボ
ン
が
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
を
襲
う
。

　
触
手
の
よ
う
に
動
く
リ
ボ
ン
は
、
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
を
捕
ら
え
る
と
、
た
ち
ま
ち
繭
を
作
っ
た
。
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グ
ル
ル
ー
…
!

　　
叫
び
声
が
響
い
た
か
と
思
う
と
、
繭
は
光
の
粉
と
な
っ
て
散
っ
た
。

　「
や
り
ま
し
た
わ
、
お
姉
さ
ま
!
」

「
綺
麗
…
」

　　
ダ
ー
ク
戦
士
は
、
キ
メ
ラ
ア
ニ
マ
を
倒
さ
れ
て
、
焦
り
を
感
じ
た
。

「
く
そ
っ
!
撤
退
す
る
!
」

　
ダ
ー
ク
ダ
イ
ヤ
が
叫
ぶ
と
、
他
の
ダ
ー
ク
戦
士
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　「
待
つ
の
だ
!
プ
リ
ン
グ
リ
ン
グ
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
!
」

　
ミ
ュ
ウ
プ
リ
ン
の
技
が
当
た
る
前
に
ダ
ー
ク
戦
士
は
、
離
脱
し
た
。

　「
お
姉
さ
ま
!
先
ほ
ど
の
技
、
す
ご
か
っ
た
で
す
わ
!
」

「
…
ど
う
い
う
こ
と
?
」
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「
と
ぼ
け
て
も
無
駄
な
の
だ
!
」

「
…
た
だ
浮
か
ん
で
き
た
言
葉
の
ま
ま
、
言
っ
た
だ
け
よ
…
。
ど
う
な
っ
て
る
の
か
し
ら
…
」
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